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１．序

交流単極電動機の考案，試作，及び直流機との原理

的な相違点について報告する．

永久磁石の丸棒で，その長軸まわりの回転による単

極誘導の現象は，およそ150年前に，電気工学の創始

者により発見されている')．しかしながら，大型実用

機の製造は，強磁場の可能となった近年からである2)．

それらは直流機である．交流については，承かける

ことがない．交流機への変換は単純であるから，着想

は過去にあるかも知れないとは思われる．理論的には

簡単であるが，実際に電動機を作ってゑて，動くかど

うか確認してふたいという原理的なものに関心が持た

れる．又，当今，使用数の巨大さから小型電動機につ

いては，効率などの点から見直しの気運にもある3)．

２．交流単極電動機

直流の単極機がそうであるように，恐らく最も簡単

は電機子を持つと言えよう．いわゆるプリントモータ

ーのものより簡単であるに違いない．なぜなら，プリ

ントモーターの電機子は巻線の性格を持つであろう，

そうすれば線の交叉を持ち，一枚板状に仕上げるには

絶縁を不可欠とするであろうと推定されるからである．

直流実用機の界磁はコイルに依っている（超電導)．

電機子は，直流の場合は単なる円板でも起動可能であ

り，界磁が一様なら高回転でも問題はない．非一様磁

場なら渦電流による制動を低下させる為に放射状の溝

を適当に切っておけばよい

交流機と直流機には，この点に於て原理的な相違が

あって，起動トルクが発生するかどうかにかかわって

いる．交流界磁は空間的に一様であろうとなかろうと

時間的には一様でない．非回転の振動磁界による強い

制動をも，充分に弱めてくれる程，溝の数が多ければ

直巻の結線で一方向トルクの発生を承ることになろう．

分巻では，電圧，位相の調整も要る．

３．試作

実用直流機の形は単純であるが，更に簡単にする為

に，磁力線の方向と電機子電流との関係のみを保って

形は変形させて図の様なものになっている．界磁は，

古いラジオ用電源トランスの鉄心の一部をカット，二

次コイルをはぎとり一次コイルの承残したものである．

出来上りは，理科の実験用の，ある商品と似たものと

なった．仮にこの商品に交流を流したとしても，カタ

ログ写真からゑる限り，制動トルクの方が起動力より

図直巻結線図，２つの矢印は摺動部を示す
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大きいように推定される．回転しないであろう．

電機子に試用したのは，始めは，積算電力計の回転

円盤である．回転数ゼロに於て既に，そのままゼロを

保とうとする力の承を発生する・次は，この円盤に長

さ２ｃｍ程度の溝を切り，電機子電流路を，円盤（半

径5cm）の縁で，巾４ｍｍ程度とした．起動力と制動

力がほぼ同等と承られた為，あと少し細くすることで

起動することが予想された●細い電線では先に，一方

向トルクを確認していた．三番目は配線用プリント基

板である．電流路は巾約１ｍｍである．速くはないが

滑らかな回転が承られ，存在確認の実験を終了した．

機構から明らかに同期特性はない．ロットリングペ

ン等で更に細い線路を描けば，回転は上り，直巻特性

を示すであろう．
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